
■継続しなくちゃ社会じゃない■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 372号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス： 現場巡り 

 

今週は、ご縁が重なって毎日新たな現場を訪問しますので、情報提供を兼ねてざっくりご紹介します。 

・ 

07火 おひさまのおうち（初） 

10−12時：訪問して「地主の学校 お話会」を開催します。 

https://www.facebook.com/OhisamaHomeEducation/ 

08水 ふきの庭（オープン後初） 

14−16時：先日オープニングイベントを開催した古民家活用プロジェクトを訪問します。 

http://fuki.land-resource.org/ 

09木 喫茶売店メリー（初） 

13−14時：八島花の後藤さんと一緒に、かみいけ木賃文化ネットワークを訪問します。 

https://mokuchin-bunka.com/projects/kissa-merry/ 

10金 子安の丘みんなの家（初） 

17−18 時：㈱リライトさん（いづみのご近所）が古屋を所有してチャレンジするプロジェクトを訪問します。 

 https://minnanoie.site/ 

・ 

興味のある人、連絡ください！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：継続しなくちゃ社会じゃない 

 



僕はよく「世田谷の松村さん」と呼ばれる。 

1964 年 7 才の時、東京オリンピックの直前に江東区亀戸から越してきて、25 歳で結婚するまで世田谷で暮ら

したが、その後は横浜市内の各所で暮らし、今も世田谷区民ではない。 

でも、2005 年に世田谷ものづくり学校の校長を引き受けることで、三軒茶屋にある世田谷区役所分庁舎に足繫

く通うようになり、世田谷区役所の方たちと親しくなった。 

やがて、様々な相談を受けるようになり、世田谷区産業振興公社の起業・創業支援事業、世田谷保健所の健康

づくり助成事業、世田谷区内の国際交流を促進する助成事業、そして生涯現役推進課のシニア世代地域参加促

進事業などを立ち上げた。 

これらの事業は、すべて世田谷区から委嘱されたので、確かに世田谷区役所の業務の一部を担った自覚はある

が、「世田谷の松村さん」には、少なからず違和感を感じてしまう。 

だが先日、いよいよ終了する「世田谷ものづくり学校」のお別れ会に参加しながら、僕と世田谷の関係につい

て気持ちの整理をしたくなった。 

・ 

僕が世田谷と関わり始めたのは、2002 年頃世田谷区長から相談された友人の S さんから「世田谷の池尻で廃校

が出るんだけど、誰か面白い運営してくれないか」と持ち掛けられたのがきっかけだ。 

潰した会社の破産処理がようやく片付いて、新会社の仕事探しに奔走していた僕は、池尻界隈にお世話になっ

た IDEE社があることを思い出した。 

すぐに当時の K社長に相談すると、即答で飛びついて下さり、厳しい障壁をいくつも乗り越えて 2004 年 10月

には開業にこぎつけた。 

ところがその年の暮れには、今度は IDEE 社の経営が行き詰り、せっかくスタートした廃校活用が暗礁に乗り

上げそうになったので、僕は建築の仕事を捨て、池尻の責任者（校長）を引き受けた。 

今にして思えば、仲間たちと乗り越えた倒産劇よりも、ずっと寂しい孤立無援のスタートだった。 

・ 

「世田谷ものづくり学校」という名称は、後から区役所の要請でつけた名前で、このプロジェクトの正式名称

は「Ikejiri Institute of Design（池尻デザイン研究所）」略して IIDだった。 

これに対し、「世田谷ものづくり学校」という名称には「世田谷区が提供するものづくりの場としての廃校活用」

という思いが込められており、事業者（IDEE）と主体者（区）の目指すものは初めからずれていた。 

そんな現場に飛び込んだ僕に課せられた役割は、事業者（ビジネス）と行政（地域社会）をつなぐこと。 

当然僕の思考回路は、完全に事業者型だったので、区役所と近隣学校などの公的施設に足繁く通う日々が始ま

った。 

一方で、IID における「ものづくり」とは、「クリエイティブなビジネス」を指していて、起業者の育成にとど

まらず既存ビジネスの事業創出のサポートも担っていた。 

そんな空気が、白紙状態の僕に様々な気づきや体験を与えてくれたことは言うまでもない。 

当時の僕にとっては、区役所も、学校も、交番もそして公園の浮浪者たちまでもが、先生だった。 

・ 

さて、ここからが今日の本題だ。 

世田谷区の事業名には、必ずと言って良いほど「世田谷」の地名が含まれるのはなぜだろう。 

先ほど僕の役割は事業と行政をつなぐことと言ったが、これは言い替えると世田谷と区民をつなぐこと。 

実は、世田谷という言葉を地域に普及することこそが、世田谷区に課せられた最大の課題だと僕は思う。 

世田谷は、東京都 23 区の西南部を占める範囲の名前に過ぎず、世田谷独自の価値や具体イメージがある訳では

ない。 

実際、世田谷区内に暮らす人は「三軒茶屋」や「池尻」などの「まち」に暮らし、まちに貢献したりまちから



恩恵を受けている。 

お祭りやイベントなど、まちごとの連携や対抗の場は有っても、「世田谷対目黒」や「23 区対抗」の場がある

訳ではない。 

つまり、誰も世田谷への帰属や当事者意識など、持ちようが無いと言える。 

・ 

僕がこのことに気付いたのは、「せたがやソーシャルビジネスコンテスト」のゲスト審査員＆スポンサーとして、

「世田谷自然食品」を誘った時のことだった。 

このコンテストは、地域と社会双方のメリットを競い合うイベントなので、「世田谷」を名乗るメリットがある

会社を招きたかった。 

場所代や人件費を低く抑える通販業界において、「御社はなぜ世田谷に会社を置き、高い労働力を雇うのか？」

と尋ねたところ、「職歴とモチベーションが高い世田谷在住の主婦パートだからこそ、弊社は成長できた」と断

言した。 

つまり、「世田谷」の価値を享受するこの会社だからこそ、「世田谷」に貢献したいという、まさに「当事者」

と言えると思った。 

だからこそ、この会社はどんなに成長しようとも世田谷から離れることなく、今も本社を区内に置いている。 

・ 

僕が世田谷区に提案して立ち上げた世田谷プロジェクトを列挙すると 

せたがやかやっく 

せたがやソーシャルビジネスセミナー、コンテスト、フェア、アワード 

せたがや健や化プロジェクト 

世田谷世界交流プロジェクト 

 世田谷世界相談所 

 世田谷世界旅行協会 

世田谷ヴィンテージライフ 

などなど。 

でもこれらはすべて数年の命で、継続していない。 

だからこそ【継続しなくちゃ社会じゃない】という言葉に、僕は辿り着いたんだと思う。 

 

https://nanoni.co.jp/20220606/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】◎：申込優先、〇：申込必要、×：一般参加不可、下記以外の時間はすべて応相談 

 

■今週の予定 

（火）06/07 なのに（自宅）作業日 

交流〇：10-12時 地主の学校（目白） 

（水）06/08 なのに（各所）作業日 

会議×：08-10時 ARチームMTG（zoom） 

 訪問〇：15-16時 ふきの庭（蒲田） 

 会議×：17-19時 カプラー役員会（天野家） 



（木）06/09 なのに（各所）作業日 

 会議×：10-12時 HFA定例会議（恵比寿） 

 訪問〇：13-14時 喫茶売店メリー（北池袋） 

 会議×：15-16時 三宿 R420商店会年次総会（zoom） 

 会議◎：17-19時 笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）06/10 いづみ（横浜）作業日 

会議〇：10-12時 OforW経営運営会議（いづみ） 

交流◎：17-18時 子安の丘みんなの家（子安） 

（土）06/11 笑恵館（世田谷）作業日 

交流◎：09-15時 よろず相談会（笑恵館） 

会議×：12-14時 RYUSEN PJT（zoom） 

（日）06/12 いづみ（横浜）作業日 

交流◎：09-12時 PJT説明会（いづみ） 

交流◎：12-18時 いづみ tea&bar（いづみ） 

（月）06/13 なのに（自宅）休業日 

会議○：22-23時 八島花文化財団準備室MTG（zoom） 

 

■定例の予定 

月曜・毎週 22-23時 ○八島花文化財団準備室MTG（zoom） 

火曜・第 2,4 20-21時 〇LR定例営会議（zoom） 

水曜・第 1 10-12時 〇OforW経営運営会議（zoom） 

第２ 08-10時 ×ARチームMTG（zoom） 

木曜・第２ 15-16時 ×かなこ PJT（zoom） 

 17-19時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

第３ 13-18時 ◎笑恵館なるほどデイ（笑恵館） 

 18-20時 〇笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

 20-21時 〇一宮庵クラブ運営会議（成城） 

第４ 17-19時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

金曜・第４ 18-19時 ◎カプラー起業交流会（zoom） 

土曜・毎週 09-17時 ◎よろず相談会（笑恵館） 

第１ 21-22時 ×喜多見共和国MTG（zoom） 

第２ 12-14時 ×RYUSEN PJT（zoom） 

日曜・毎週 09-17時 ◎いづみ PJTオープンデイ、説明会（反町） 

第１ 10-11時 ×100smile会議（zoom） 

第４ 10-14時 〇名栗の森オーナーシップクラブ月例会（飯能） 

 

■今後の予定 

06/17 訪問〇：10-12時 名栗の森オーナーシップクラブ山荘調査（飯能） 

06/19 会議×：13-16時 チャレンジアシスト P１次審査会（zoom） 

06/21 会議×：17-18時 すべてに開かれた会（反町） 

07/03 会議○：17-21時 八島花文化財団設立総会（京島駅） 

07/07 交流○：10-12時 都市農業を考える 2（笑恵館） 



07/10 交流○：13-16時 チャレンジアシスト P公開審査会（zoom？） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

４．地主の学校・販売中 

 

拙著【地主の学校】はこちら 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅：株式会社なのに（取締役・平社員） 

〒226-0016神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

 

職場：一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

特手非営利活動法人HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

一般社団法人地域社会圏研究所（事務局長） 

https://localrepublic.jp/ 

ユナイテッドスクールオブ東京（顧問） 

https://www.united-school.jp/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事の抜粋などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 



http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


